
成
立
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

中
巻
は
そ
の
後
、
な
そ
ら
く
天
雄
二
年
六
月
の
鳴
滝
参
篭
の
後
、

西
鶴
「
本
朝
一

上
巻
よ
り
も
、
も
っ
と
不
幸
な
自
分
を
知
っ
て
も
ら
な
う
と
書
き
始

め
た
も
の
で
あ
る
う
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
十
不
孝
」
に
つ
い
て

目

次

序本
論第
一
章

西
鶴
の
創
作
意
識
を
め
ぐ
る

諸
説
の
検
討

第
二
章
西
鶴
の
創
作
意
識

第
一
節
序
文
及
び
二
十
話

K
つ
い
て
の
考
察

第
二
節
『
二
十
四
孝
』
説
話
と
の
関
係

結
び

西
鶴
の
浮
世
草
子
『
本
朝
二
十
不
孝
』
は
五
巻
五
冊
か
ら
成
h
y
、

各
巻
四
話
、
全
二
十
話
の
短
編
小
説
集
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
は
、

序
文
の
年
記
に
は
「
貞
享
二
二
稔
孟
陳
日
」
と
あ
り
、
一
方
、
刊
記

十
七
回
生

田

祐

子

τ台
口

K
は
「
貞
享
三
暦
丙
寅
霜
月
吉
辰
」
と
あ
り
、
今
の
と
と
ろ
ど
ち
ら
と

も
断
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
刊
行
当
時
は
熱
心
な
『
孝
経
』
の
信

仰
者
で
あ
る
将
軍
綱
吉
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
『
本
朝
二

十
不
孝
』
と
い
う
題
名
は
、
当
時
流
行
し
た
『
二
十
四
孝
』
『
大
倭

二
十
四
孝
』
に
対
し
て
「
四
」
の
一
字
を
「
不
」
に
置
き
換
え
る
と

い
う
着
想
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
。

し
か
し
、
商
鶴
の
創
作
意
識

K
関
し
て
は
未
だ

K
定
説
が
立
て
ら

れ
て
い
念
い
。
そ
と
で
、
私
は
当
時
の
時
代
背
景
、
及
び
西
鶴
が
読

者
と
し
て
意
識
し
た
町
人
の
思
想
を
明
ら
か

K
し
、
さ
ら

K
、
作
品

の
内
容
分
析
を
進
め
、
西
鶴
が
如
何
な
る
意
図
の
基

K
本
書
を
執
筆

し
た
の
か
、
と
い
う
点
を
探
っ
て
い
く
ζ

と
に
す
る
。
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西
鶴
の
創
作
意
識
を
め
ぐ
る
諸
説
の
検
討

西
鶴
が
ど
の
よ
う
念
創
作
意
識
を
持
っ
て
本
書
を
執
筆
し
た
か
と



い
う
問
題
は
、
未
だ
に
定
説
を
見
て
い
左
い
。
即
ち
、
嘩
峻
康
隆
氏
が

述
べ
て
か
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
思
想
的
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
の
孝
道
K

（注
1
）

対
す
る
関
心
が
、
西
鶴
K
『
本
朝
二
十
不
孝
』
を
書
か
し
め
た
」

と
す
る
点
、
さ
ら
に
、
不
孝
附
と
い
う
型
で
読
者
の
意
表
を
つ
い
た

昔
想

K
卓
依
さ
が
あ
る
と
す
る
点
k
p
h）
て
は
、
輝
一
調
頂
）
を
始
め
、

野
間
光
辰
也
2
骨
山
重
乍
3
）
小
野
晋
氏
、
矢
野
公
和
氏
、
谷
脇
理
史

事
6
防
本
勝
寺
）
各
氏
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
序
文
、

及
び
教
訓
的
言
辞
を
め
ぐ
っ
て
、
大
き
く
四
つ
の
見
解
が
対
立
し
て

い
る
。そ
の
一
つ
は
野
間
氏
の
見
解
で
あ
る
。
野
間
氏
は
、
西
鶴
が
『
本

朝
二
十
不
孝
』
を
書
き
上
げ
た
意
識
と
し
て
、
将
軍
綱
吉
の
孝
、
奨

励
政
策
へ
の
批
判
と
い
う
点
を
上
げ
て
な
ら
れ
る
。
一
方
、
中
社
氏
ぃ

横
山
氏
、
小
野
氏
は
、
序
文
、
及
び
教
訓
的
言
辞
を
文
字
通
り

K

受
け
取
り
、
八
孝

K
す
h

む
る
一
助
〉
と
し
て
孝
道
奨
励
に
資
し

よ
う
と
し
た
と
い
う
見
解
を
出
し
て
な
ら
れ
る
。
矢
野
氏
も
ま
た
、

西
鶴
の
と
の
談
理
・
教
訓
的
在
意
－
識
を
認
め
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
れ
を
単
左
る
孝
道
奨
励
で
は
左
く
、
む
し
ろ
皮
肉
め
い
た
限
で

孝
道
を
見
据
え
て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

ζ

れ
に
対
し
、
谷

脇
氏
、
岡
本
氏
は
、
前
述
の
よ
う
在
意
図
は
認
め
ず
、
西
鶴
の
戯
作

意
識
と
い
う
点
K
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
。
以
上
、
大
き
く
分
類
し

た
四
つ
の
見
解
が
、
現
在
対
立
し
て
い
る
諸
説
で
あ
る
。

西
鶴
は
、
『
本
朝
二
十
不
孝
』
に
な
い
て
如
何
左
る
も
の
を
不
孝

と
し
て
取
り
上
げ
、
不
孝
者
K
与
え
て
い
る
結
末
K
ど
の
よ
う
念
意

図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
見
解
の
対
立
の
一
原
因
と
在
っ

て
い
る
教
訓
的
言
辞
の
存
在
と
性
質
は
、
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
と
れ
ら
の
問
題
を
中
心
K
論
を
進
め
た
い
。
さ
ら
K
、

『
二
十
四
孝
』
と
の
関
り
方
を
検
討
し
、
西
鶴
の
本
書
執
筆
の
創
作

意
識
を
探
る
こ
と

K
す
る
。

（
注
1
）
「
本
朝
二
十
不
孝
」
『
西
鶴
評
論
と
研
究
』
（
上
）
第

八
章

（
注
2
）
「
西
鶴
と
西
鶴
以
後
」
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
』

（
注
3
）
（
注
4
）
『
本
朝
二
十
不
孝
』
の
解
説
岩
波
文
庫

（
注
5
）
「
本
朝
二
十
不
孝
論
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十

八
年
六
月

（
注
6
）
「
本
朝
二
十
不
孝
論
序
論
」
『
西
鶴
』
日
本
文
学
研
究

資
料
叢
書
有
精
堂

（
注
7
）
「
本
朝
二
十
不
孝
の
一
側
面
」
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文

学
研
究
第
三
十
一
集

（
注
8
）
「
西
鶴
の
創
作
意
識
と
そ
の
推
移
」
『
近
世
小
説
史
の
研

究
』

円

in〆ω

第
三
章

西
鶴
の
創
作
意
識

第
一
節
序
文
及
び
二
十
話
に
つ
い
て
の
考
察

項
目
別
に
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

A
場
所
に
つ
い
て

西
鶴
は
主
人
公
が
不
孝
の
行
為
を
行
う
場
面
を
全
国
に
わ
た
っ
て

設
定
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
国
ば
念
し

の
形
式
は
、
本
書
刊
行
の
前
年
、
貞
享
二
年
『
荷
鵠
諸
晶
は
念
し
』

k
b
い
て
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
二
の
三
の
「
伊
勢
国



鳥
羽
」
、
巻
三
の
三
の
「
陸
奥
宇
都
宮
」
は
、
実
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ

志
摩
、
下
野
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
鶴
が
実
際
の
地
名
よ
り
も
俳

譜
の
世
界
で
使
わ
れ
て
い
る
地
名
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

ζ

の
諸
国
ば
左
し
の
形
式
は
、
初
め
て
一
つ
の
テ
l

マ

と
取
り
組
ん
だ
西
鶴
が
、
そ
れ
故
に
読
者
を
退
屈
さ
せ
な
い
よ
う

K
、

話
に
変
化
を
も
た
せ
る
た
め
に
用
意
し
た
執
筆
手
段
と
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

B
不
孝
者

K
つ
い
て

不
孝
者
の
名
前
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
記
し
て
い
る
。
位
し
、

巻
一
の
四
は
主
人
公
を
「
子
」
と
表
現
し
、
巻
三
の
三
・
四
、
巻
四

の
二
は
、
主
人
公
以
外
の
不
孝
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
女
」
「
子
」

「
妻
」
と
し
て
い
る
。

不
孝
者
の
親
の
職
業
を
見
る
と
、
商
人
が
一
番
多
〈
二
十
話
中
十

六
話
、
そ
の
他
百
姓
（
後
舟
頭
）
・
山
家
住
い
・
舟
乗
り
と
い
う
の

が
一
例
ず
つ
見
ら
れ
る
。
商
人
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

K
、

西
鶴
が
生
粋
の
難
波
っ
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
そ
の
性
別
で
あ
る
が
、
男
性
を
不
孝
者
と
し
て
描
い
て
い

る
の
が
十
四
話
、
女
性
四
話
、
男
性
女
性
両
方
を
措
い
て
い
る
の
が

二
話
で
あ
る
o

し
か
も
、
女
性
を
主
人
公
と
す
る
話
は
、
各
巻
に
一

話
ず
つ
置
か
れ
て
い
る
o

つ
ま
り
、
以
上
の
三
点
は
、
多
分
に
読
者
を
意
識
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
読
者
K
－
な
ぐ
さ
み
物
と
し
て
本
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
商

鶴
が
、
「
不
幸
」
と
い
う
統
一
テ
l

マ
か
ら
く
る
話
の
単
調
性
を
避

け
る
た
め
に
用
い
た
趣
向
と
考
え
ら
れ
る
。

C
不
孝
の
行
為
、
及
び
不
孝
者
の
最
後
に
つ
い
て

不
孝
者
の
言
動
を
五
つ
の
類
型
に
大
別
し
、
そ
の
結
末
を
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う

K
な
る
。

①
社
会
的
悪
の
存
在
に
原
因
が
あ
る
も
の

②
家
族
・
村
へ
の
反
逆
と
し
て
現
れ
て
い
る
も
の

③
主
人
公
の
盲
目
的
行
動
や
性
癖
に
よ
る
も
の

④
因
果
・
宿
命
に
ま
つ
わ
る
も
の

⑤
親
い
び
り

分
類
①
と
分
類
②
の
不
孝
の
行
為
は
、
一
例
（
巻
四
の
四
）
を
除

い
て
、
貧
窮
、
金
銭
の
問
題
が
か
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
間
題
は
、
当

時
の
町
人
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
が
金

を
得
ょ
う
と
欲
望
を
持
つ
以
上
、
そ
の
人
は
〈
常
の
人
〉
で
は
あ
り

え
念
い
。
西
鶴
は
主
人
公
を
特
別
の
世
界
の
人
間
で
は
左
く
、
彼
自

身
に
と
っ
て
も
読
者
に
と
っ
て
も
、
身
近
な
世
間
一
般
の
息
子
、
念

い
し
娘
と
設
定
す
る
こ
と

K
よ
り
「
常
」
で
あ
る
と
と
の
困
難
さ
を

提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

分
類
③
に
は
、
不
孝
者
が
生
き
残
っ
て
い
る
八
話
中
六
話
ま
で
が

入
っ
て
い
る
。
「
好
色
」
を
も
人
聞
の
一
面
と
し
て
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
西
鶴
は
、
盲
目
的
行
動
や
性
癖
も
悪
業
で
な
い
限
り
、
や
は

り
人
聞
の
一
面
と
し
て
認
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
結
末
は
八
孝
な
る
道
を
し
ら
す
ん
は
天
の
答
を
遁
る

へ
か
ら
す
〉
と
い
う
序
文
の
一
言
葉
に
、
単
K
、
対
応
さ
せ
た
も
の
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
あ
く
ま
で
も
話
を
序
文
に
対
応

さ
せ
よ
う
と
す
る
作
者
、
「
不
幸
」
を
統
一
テ

l
マ
と
し
て
買
と
う

と
す
る
作
者
西
鶴
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

分
類
④
K
は
、
二
話
し
か
見
ら
れ
念
い
。
し
か
し
、
仏
教
的
念
考
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え
方
で
あ
る
「
因
柴
」
が
八
例
、
儒
教
的
念
考
え
方
で
あ
る
「
天
」

も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
十
例
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
儒
仏
相

寄
b
添
っ
た
と
と
ろ

K
、
『
本
朝
二
十
不
孝
』
は
成
立
し
て
い
る
の

である。つまhy、「孝」「不孝」K対する西鶴の基本的立
場は、常識的念ととろK存しているというζとK念る。

分類⑤の三話は、いずれも家庭は金銭的K恵まれていな

巻 巻 巻 巻 巻
五 四 一 巻

一
の の の の の話

四三 四 四 一 四 一 四三一 一 一

③ ③ @: ② ② ⑤ ⑤ ② ② ② ① ② ②①  ③ ③ ② ③ ＠ ② ① 分

③ ⑤ ④ ＠ ③ ＠ 類

け相 酒家 母 継 姑 を家 仏 漆 賭 家 偽〈 家 親 家 点身 綜 死
ん撲 K の の母 をはの 前 を博 vc り世 職 vc vc 取 持を 一
かに 辛子貧 面 を逆 ら金 を 一・ 押 のの を金 押 勝 ち殺 倍
好 夢』ま 第 影 追 うわを 荒 人 投 し 遺聞 捨 をし 負 カ2し の
き中 れの K レ、 らせ盗 ら占 機 入 言え て盗 入 K 悪 、借
。κる時 弓出 み たみ ナ め る 通〉 るる る夢 h 金 金 社
念。 、を す しり出 ・す ． り八 。よ ・中 。を
る 踊 射 。て ずし 子 る 四 の外 う強 vc 盗 親
。
りる 夫 る・ 供

。
人 金聞 陀盗 ？孟 み を 会

の。 婦 。家 由主 由主 を〉 勧 る 出殺
練 と を親 懐 兄が め

。
しそ 的

習 も 落 の 妊 vc 7.:孟 る 、う

す vc ち殺 し 請け
。

家 と
る 家 ぶ 人 て 求れ 身 を す 悪
。

を れを 死 すは 持 破 る、

出 さ証 ん るや ち 滅
。

る せ 言 で 。つ 由主 さ
。
るす し て 悪 せ
・る ま レ、 レ、 る

及

親
。

う け
。 。

陀 。
7i: 殺 び

仕 レ、 人
立 経

。
不

て 済
て 社
レ、 会 孝

る

老 の
人
vc 
按 行

摩
を 為
さ

ぜ

た

!> 
、

蚊

商大 侮追 追事 自餓 自事 殺④＠ 敵 責処 処零 餓事 事
結売け 恨放 放故 殺死 殺故 害餓事 討 苦刑 刑落 死故 故

繁が 死 死 死故 死 死 死 死 末盛 死
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が
ら
、
主
人
公
は
破
滅
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
即
ち
、
人
聞
が

転
落
す
る
誘
因
を
、
人
間
の
外
ば
か
り
で
左
〈
内
に
も
存
在
し
て
い

る
と
、
捉
え
て
い
る
と
い
う
ζ

と
に
左
る
。

以
上
の
よ
う

K
、
不
孝
者
の
行
為
、
結
末
を
見
る
と
、
各
巻
K
特

色
が
見
ら
れ
る
。
巻
一
は
原
因
に
統
一
性
が
念
い
。
巻
二
は
主
人
公

の
盲
目
的
行
動
や
性
癖

K
よ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る
。
巻
三
は

家
族
・
村
へ
の
反
逆
と
し
て
の
不
孝
の
話
が
多
く
、
特

K
、
因
果
・

宿
命
に
よ
る
も
の
が
編
集
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
は
親
い
び
り
の
話
で

あ
る
。
巻
五
は
巻
二
と
同
様
、
盲
目
的
行
動
や
性
癖
に
よ
る
話

K
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
不
孝
者

K
対
し
て
、
西
鶴
は
序
文

K
八
不
孝
の
輩
眼
前

に
其
罪
を
頴
は
す
〉
と
書
い
て
い
る
よ
う

K
、
必
ず
結
末
を
用
意
し

て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
の
割
合
か
ら
す
る
と
、
不
孝
者
が
不
孝
者

た
る
原
因
、
そ
し
て
、
〈
悪
人
〉
へ
傾
斜
し
て
い
く
描
写
に
力
を
注

い
で
い
る
と
い
う
と
と
が
で
き
る
。

こ
ζ
K
措
か
れ
た
不
孝
者
を
、
西
鶴
は
序
文
で
〈
悪
人
〉
と
表
現

し
て
い
る
。
西
鶴
K
と
っ
て
、
八
常
の
人
〉
と
は
〈
夫
々
の
家
業

を
な
し
旅
を
以
て
万
物
を
調
へ
教
を
壷
せ
る
人
〉
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
〈
常
の
人
〉
で
あ
る
と
と
は
難
し
い
と
言
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
〈
常
〉
で
な
い
人
を
「
不
孝
者
」
と
し
て
提
示
し
、
破
滅

人
間
解
体
の
道
を
た
ど
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

D
親
の
最
後
に
つ
い
て

親
K
つ
い
て
触
れ
て
い
る
十
九
話
を
、
そ
の
様
態
別
K
分
類
す
る

と
、
次
表
の
よ
う

K
左
る
。
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死 病 出処 悔 自生 親
み の

死 家 刑死 害 存 様
態

巻巻 巻巻 巻 巻 巻
四二 四二 一
のの のの の の の
四四 一． 、、

四 巻 巻
、＝コ
巻 の の

一一一の 、、

一巻 巻、
四 巻

巻 の の
玄

の

一、
巻
四
の
話
、

巻
五

の

四

ζ

の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う

K
、
各
巻
の
第
一
話
K
描
か
れ
た
親
は

生
存
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
巻
五
に
至
っ
て
は
四
話
中
三
話
ま
で
親

は
生
存
し
て
な
り
、
し
か
も
、
第
一
話
と
第
四
話
は
不
孝
の
結
末
で

は
な
く
、
孝
行
の
結
果
が
措
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

作
品
の
最
後
を
「
め
で
た
し
め
で
た
し
」
で
終
ら
ぜ
る
手
法
は
、
先

の
『
好
色
五
人
女
』
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
後
に
幸
福

な
結
末
を
用
意
し
て
い
る
と
と
は
、
読
者
を
意
識
し
た
西
鶴
の
作
家

意
識
に
基
づ
く
一
一
集
上
の
工
夫
と
思
わ
れ
る
。



E
教
訓
的
言
辞
K
つ
い
て

『
本
朝
二
十
不
孝
』

K
は
、
次
の
よ
う
念
教
訓
的
言
辞
が
見
ら
れ

る。①欲
K
自
の
見
え
ぬ
金
の
借
手
は
今
思
ひ
あ
た
る
へ
し
。
（
巻
一
の

一）

②
世
に
か
h

る
不
孝
の
者
た
め
し
念
き
物
か
た
h
y
憧
ろ
し
ゃ
忽
ち
に

天
是
を
罰
し
給
ふ
慎
む
べ
し
（
巻
一
の
二
）

③
惣
じ
て
女
の
一
生

K
男
と
い
ふ
者
も
の
独
タ
の
事
念
る

K
。
其
身

持
あ
し
く
さ
ら
れ
て
。
後
夫
を
求
む
る
な
ど
す
ゑ
の
女
の
事

な
り
。
人
た
る
人
の
息
女
は
た
し
な
む
べ
き
第
一
な
り
。
縁
結
び

て
二
た
び
婦
る
は
女
の
不
孝
是
よ
り
外
な
し
。
（
巻
一
の
三
）

④
無
用
の
道
心
何
の
見
付
所
も
念
〈
。
尊
き
事
を
も
弁
へ
ず
。
無
我

無
分
別
の
護
心
。
親
K
思
は
ざ
る
外
の
鏑
を
幡
ま
せ
。
是
競
念
き

不
孝
坊
と
い
へ

b
。
（
巻
一
の
四
）

⑤
己
そ
の
緋
あ
ら
ば
か
く
は
成
ま
じ
。
親
に
縄
か
け
し
酬
目
前
の
火
宅
。

猶
文
の
世
は
火
の
車
鬼
の
引
肴
K
な
る
べ
し
と
。
是
を
悪
ざ
る
は

な
し
。
（
巻
二
の
一
）

⑥
hv
の
れ
出
れ
ば
子
細
念
く
た
す
か
る
親
を
。
是
た
め
し
も
念
き
女

念
b
と
惜
ざ
る
は
念
か
－
P
け－
P
。
（
巻
二
の
二
）

⑦
か
h

る
浮
世
習
K
て
親
は
憐
み
子
は
孝
を
織
を
道
左

b
。
〈
巻
二

の
三
）

⑧
此
藤
助
か
身
の
難
儀
は
皆
親
の
言
葉
を
背
き
し
罰
念
ら
ん
と
hw
も

ひ
や

b
ぬ
。
（
巻
二
の
三
）

⑨
家
築
へ
家
滅
ぶ
る
も
皆
と
れ
人
の
孝
と
不
孝
と
に
あ
h
y
け
る
。

（
巻
二
の
四
）

⑩
此
大
悪
い
づ
〈
迄
か
遁
る
ベ
し
。
（
巻
三
の
一
）

⑪
此
盗
人
の
仕
合
明
て
侮
か
る
べ
し
。
（
巻
三
の
二
）

⑫
人
の
仕
合
は
し
れ
ぬ
物
ぞ
か
し
。
然
れ
共
分
限
K
品
々
あ
り
。

世
聞
に
か
は
ら
ず
其
身
相
慮
の
衣
類
を
着
て
朝
夕
も
折
ふ
し
の
魚

烏
を
味
ひ
。
貧
念
る
親
類
を
取
立
下
h

を
憐
。
一
岬
を
祭
仏
の
道
を

願
ひ
親
K
楽
を
あ
た
へ
。
他
人
の
義
理
を
か
h

ず
。
万
事
直
K
し

て
富
貴
左
る
は
天
の
恵
み
ふ
か
く
人
の
本
意
左
り
。
（
巻
三
の
三
）

⑬
天
ま
と
と
を
照
し
善
悪
を
と
が
め
給
ふ
に
や
。
（
巻
四
の
一
）

⑭
ま
と
と
に
悪
事
千
里
（
巻
四
の
三
）

⑮
孝
あ
る
ゆ
へ
に
天
の
あ
た
へ
。
（
巻
五
の
一
〉

以
上
の
、
乙
れ
ま
で
教
訓
的
言
辞
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
た
十

五
の
文
章
を
、
考
察
し
て
み
る
と
、
明
確
K
不
孝
者
K
対
す
る
教
訓

で
あ
る
と
判
断
す
る
と
と
が
で
き
る
言
辞
の
存
在
は
認
め
ら
れ
念
い

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
と
れ
ら
の
言
辞
は
、
対
象
も
不
孝
者
に
限
ら

れ
て
い
左
け
れ
ば
、
「
t
す
べ
し
」
と
い
う
よ
う

K
積
極
的
K
孝
行

を
奨
励
す
る
も
の
も
認
め
る
こ
と
は
で
き
念
い
。
何
か
し
ら
「
教
え
」

的
意
も
の
を
含
ん
で
い
る
言
辞
⑨
⑫
は
、
い
ず
れ
車
訓
告
世
町
人
と
し
て
台

頭
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
商
鶴
は
提
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
と
の
よ
う
念
教
訓
的
一
言
辞
の
存
在
を
も
っ
て
、
西
鶴
の
創

作
意
識
が
孝
道
奨
励
K
あ
っ
た
と
は
言
え
左
い
と
い
う
と
と
に
念
る
。

即
ち
、
こ
れ
ら
の
教
訓
的
言
辞
の
存
在
は
、
序
文
〈
孝
に
す
？
む
る

一
助
念
ら
ん
か
し

V
K対
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
西
鶴
の
工
夫
と
思
わ

れ
る
。で
は
、
巻
四
以
降
の
教
訓
的
言
辞
の
滅
少
は
ど
う
考
え
る
べ
き
だ

ろ
う
か
。
巻
回
以
降
、
三
例
（
巻
四
の
一
二
ニ
、
巻
五
の
一
）
見
ら
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れ
る
が
、
い
ず
れ
も
短
文
で
あ
り
、
そ
の
強
さ
は
他
の
言
辞
に
較
べ

る
と
、
特
に
弱
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
れ
は
、
序
文
八
孝
に
す

？
む
る
一
助
友
ら
ん
か
し

V
K対
応
さ
ぜ
よ
う
と
す
る
意
識
の
欠
如

で
は
左
い
だ
ろ
う
か
。
巻
五

K
到
る
と
、
四
話
中
二
話
K
幸
福
左
結

末
を
描
い
て
な
り
、
し
か
も
、
不
孝
者
に
は
そ
の
最
後
と
し
て
「
死
」
第
二
節
『
二
十
四
孝
』
説
話
と
の
関
係

を

与

え

て

い

な

い

か

ら

で

あ

る

。

『

二

十

四

孝

』

が

、

本

書

刊

行

以

前

K
知
何
に
流
布
し
て
い
た
か

以
上
、
本
書
の
内
容
を
A

・B
・C
・D
－

E
の
五
つ
の
項
目

K

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
文
学
大
辞
典
』

K
よ
り
明
ら
か
で

分
け
、
検
討
を
加
え
て
き
た
o

そ
の
結
果
、
読
者
に
面
白
な
か
し
く
あ
る
o

よ
っ
て
、
西
鶴
は
『
二
十
四
孝
』
に
つ
い
て
知
識
を
持
っ
て

読
ま
せ
よ
う
と
す
る
戯
作
意
識
が
認
め
ら
れ
た
o

但
し
、
本
書
の
意
い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
実
際
に
『
本
朝
二
十
不
孝
』
の
中

K
、

義
は
そ
れ
だ
け
で
は
念
い
だ
ろ
う
。
西
鶴
は
金
銭
や
貧
困
の
問
題
、
『
二
十
四
孝
』
は
ど
の
よ
う

K
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
我
の
欲
望
の
問
題
、
盲
目
的
行
動
や
性
癖
に
関
す
る
問
題
を
〈
常
〉
本
書
に
な
け
る
登
場
人
物
の
行
為
と
、
『
二
十
四
孝
』
の
行
為
を

で
あ
る
ζ

と
の
困
難
さ
と
い
う
点
に
な
い
て
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
関
連
さ
せ
た
の
が
表
①
で
あ
る
。

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
容
を
個
別
的
K
分
析
し
た
結
果
に

よ
る
と
、
孝
道
奨
励
に
資
し
よ
う
左
ど
と
い
う
姿
勢
は
認
め
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。

表
① 

つん
qδ 

王 関 孟 丁
漢文祥 子 白刀土て＝， 蘭

寮 帝
話

孝継継 を継 病 母 食
行母母 諌母 気 の 事
しがの め K の 形 の
た、た る憎 母 を試
。父め 0 1 由主 木 食
vc vc れ 冬 像 を

ー『

玉氷 7孟 な にす
祥中 カ1 の 作 る
をか ら に り 。内

憎ら も 竹 、

1魚 、 の 仕 十

せを 継 子 え
た得 母 を る
にる を 求

。
四

も 追 Mコ
古、 レ、 る 廿~ 

台、 出
。

わ そ 孝

ら う 色＝

ず と
、

ナ
よ る

父

四序 四一序 四ニ 巻
の のの のの の ． 

四四 話

告げ鰻魚
す継 惣雪 母仏 覚
。母 領中 vc前 え

ロは の文の イヒを ず
し魚 恩太勢 し荒 毒
、屋 も左八 たら を E『

父の ’z山= 衛百 狸ず 試 本
陀生 れ門屋 に。 し
継船 、が K 弓 て

内朝母に 父なあ を 死
をあ にいり 射 ぬ
憎り な物 る

。

1 い食 。

ぜ ζ う
十て とと

追 を言
廿- 不レ、 告 う

出 げ
ナ 口

孝。
し
、

色事

追
ν、
出



山 日 呉
軍庚事！： 朱書事 剥巨s 香黄 楊香

唐夫人
萎

来老谷 民 猛 詩
田 婁 昌 子
庚
田
慶

母 て兄 K 衣 る父 天官 供母 持父 身 み虎 盛唐 て生 ふ親
の 切弟 すを との 道に 禄も

をが つに を 、I'( す夫 11' f誌 るが
大 らで る脱 と病 理孫 てよ 売 虎出 る人 るの

まh 年を
念か 財産
。レ、 をが 析妻 めに 視く り 口会 。は と睡

使 で 顕治 る子 よ少 め仕
、のつ 姑 、を をと

の つを 身 うる 。も う左 たえ 父 難た I'( 家母 すっ

世 た三 を 。よ 捨 とい
。、
の を時 よ のが るた

話 。等 蚊 う て す食 夏 葬 逃 前好 。と

を 分 I'( I'( 
、
る事 I'( 式 れ父 仕 にむ 思

す し 〈 北 母 。を は を ただ え 江の わ
る fヒ わ 斗 I'( 堀分 扇 す 。け 、

ので な
。 也、 せ の 会 るけ レ、 る は そ 水、 レ、
、 、

星 うと与 で
。
助 の が遠 よ

木 親 I'( it 、え す け 報 湧く う
ft. の 祈 め 黄て ず て レ、 きの I'( 

け 方 り I'( 金い ま く I'( 出江 、

は I'( 、 血 のる せ れ よ たま 幼

’b 行 身 で 釜の 、 る り 。で ν、
ヵ2 台、 替 経 がを 冬 よ 、

行 者
書b ？孟 わ を 出見 I'( う 一 き の
る レ、 り 書 てて は 天 家 、

よ
と よ I'( きき 身 I'( 由、 取 う
し う 1l: 、た子 を 頼 繁 ーコ な。

五 一 E国 一 一 一 一 五回 四 ＝ニ序 一五
の の の の の のの の の ののの の のの のの
四 一 一 四 一回 一 一一一

て相 兄 仮 父 親 釜四 か風 両 嫁嫁 母山家入但 り死酒
も撲 弟 の 也、 の

煎り 人の
金が 親 吟 がが 親万を婿魚 長－ I'( 

らに で 親 早 意 をぬ を の
姑I'(姑を が豆売がは く倍辛子

う負 財 I'( く 見 の子 盗る 助 身 子やり山魚 なの tま
。け 産

、
死 を JFIJ供 んい け 替 よ嫉 供胡、家屋 い借れ

て 争 終 ぬ 間 にの だと る わ くみ の瓜母 K の 、金て

体 レ、
蚊夜
よ 台、 処面 b言 た り仕 たの K 住生 とを、

合2 を う ず ぜ倒 すっ め I'( え家 め種はみ船 偽す死
不 す を I'( 、らを るて 陀 、るを K を豊臣なに るるぬ
自 る 払 と 出 れ親

。、
傾 父 。出 命売をがあ 。たま

由
。
わ 諸 家 る陀 嫁 城 母 るをら焚ら b めで

陀 ぜ 諸 し 。か を 屋 主1 。捨ぜか、。 、’u
1l: る 仏 て け 投 I'( 処 てるせ遠

親が配を
り

。 陀 し る げ 身 刑 る。、 ν、
、

祈 ま
。
殺 を さ

。
父海 年か

親 る う す 売 れ K の 老け
十E 。 。 。る た

仙~t雪
11'る

大 父
。 。 て。

母 レ、

使 I'( 

作をら れl 
て

を 仕 、

取 え 望b
て〉 ず せた ま、 、。
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表①より、本書と『二十四孝』との関b方を見ると、

『本朝二十不孝』K描かれた孝行の行為をそのまま踏襲し
ているものと、逆設定Kなっているものとがあるととがわ

かる。但し、その逆設定の仕方Kは三種が考えられる。よ

って、本書と『二十四孝』の関り方は四種K分類される。

θ『二十四孝』kbける孝行の行為をそのまま孝行として
描いているもの0

0『二十四孝』kbける孝行の行為を皮肉念あるいは否定
的な取b上げ方をしているもの。
⑤『二十四孝』kbける親の行為を子供KさせるととKよ
って不孝者を描いているもの

⑮『二十四孝』とは正反対の行為をさせているもの

それぞれの行為を、以上四穫K分類したのが次表である。

＠ ~ 。θ 分
類

四ーの四丁蘭 二孟 二漢 豊き
のこの の宗 の文 重巷
四 一－・・a • －． 一帝・ 軍司

黄 ． 

庚呑老の 呉の の
十聖者・来四 猛二 の

婁一子、 ． 一 四

－の・四 四養 重 孝
一二ーの の誇 孟 永 も＝ー
の の凶 一・ ♂刀三＝＝，' ． 

一郭ー 及

巨、関 山の 序 の び
回・五軍事 谷二 一本
民ーの・

、
王 書

回の二四 五四 祥 唐
演三 ののの 夫 の
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『
二
十
四
孝
』

k
b
け
る
孝
行
の
行
為
を
そ
の
ま
ま
取
り
上
げ
て

い
る
の
は
分
類

θ
だ
け
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
主
人
公
で
は
念
い
、

所
謂
不
孝
者
と
対
置
さ
せ
る
た
め

K
描
か
れ
た
人
物
の
行
為
で
あ
る
。

但
し
、
幸
福
が
訪
れ
て
い
る
の
は
、
「
唐
夫
人
」
を
踏
襲
し
て
い
る

巻
五
の
一
だ
け
で
あ
る
。
と
れ
は
『
二
十
四
孝
』
の
二
十
四
話
の
中

で
、
唯
一
の
庶
民
の
世
界
で
も
有
り
得
る
孝
行
の
報
い
、
即
ち
、
姑

に
よ
〈
仕
え
る
ζ

と
に
よ
っ
て
訪
れ
た
一
家
の
繁
盛
を
描
い
て
い
る

話
で
あ
る
。
結
局
、
西
鶴
は
現
実
性
、
実
現
性
の
あ
る
「
唐
夫
人
」

だ
け
は
肯
定
的
に
見
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
『
二
十
四
孝
』

k
b
け

る
孝
行
の
行
為
は
、
批
判
的

K
取

P
上
げ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
左

る
。
し
か
し
、
不
孝
者
は
巻
五
の
回
以
外
は
す
べ
て
何
ら
か
の
形
で

罰
せ
ら
れ
て

b
b
、
不
孝
を
肯
定
し
よ
う
と
い
う
傾
向
は
見
ら
れ

な
い
。
西
鶴
は
、
『
二
十
四
孝
』
の
よ
う
念
非
現
実
的
念
応
報
を
批

判
的
K
見
て
い
た
の
で
は
左
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
と
の
よ
う
念
『
二
十
四
孝
』
批
判
精
神
を
、
西
鶴
の
創

作
意
識
で
あ
る
と
断
定
す
る
と
と
は
で
き
念
い
。
と
い
う
の
は
、
不

孝
者
の
行
為
そ
の
も
の

K
反
『
二
十
四
孝
』
の
行
為
が
投
影
さ
れ
て
い

る
の
は
、
巻
一
の
四
、
巻
二
の
四
、
巻
四
の
四
、
巻
五
の
二
の
四
話

の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
書
の
中
心
主
題
を
、
『
二
十
四
孝
』
の
逆
設
定
K
よ
り

不
孝
需
と
し
て
ま
と
め
よ
う
と
し
た
と
決
定
す
る
ζ

と
は
で
き
念
い
。

西
鶴
は
、
ほ
ん
の
一
場
・
面
を
『
二
十
四
孝
』
と
縄
問
速
さ
せ
る
方
法
を

多
〈
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
二
十
四
孝
』
の
逆
設
定
と
い
う
の

は
、
一
場
面
K
－
砕
け
る
一
一
趣
向
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

故
K
、
西
鶴
が
『
二
十
四
孝
』
を
批
判
的
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
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こ
と
は
認
め
得
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
本
書
を
執
筆
す
る
に
当
た

っ
て
の
中
心
目
的
と
は
言
え
左
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
鶴
の

『
二
十
四
孝
』
批
判
精
神
の
実
質
と
い
う
の
は
、
『
二
十
四
孝
』

K

描
か
れ
た
孝
行
の
行
為
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
と
い
う
も
の
で
は
念

く
、
『
二
十
四
孝
』
的
応
報
K
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

結

び

本
書
を
分
析
し
た
結
果
、
諸
国
ば
左
し
の
形
式
を
用
い
て
い
る
点
、

主
人
公
の
名
前
を
明
記
し
て
い
る
点
、
親
の
職
業
K
商
人
が
多
円
こ

と
、
各
巻
に
一
話
ず
つ
女
性
を
主
人
公
と
す
る
話
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
点
、
最
後
の
巻
の
第
一
・
四
話
を
「
め
で
た
し
」
で
終
ら
せ
て
い

る
点

K
面
白
な
か
し
く
書
く
と
い
う
戯
作
意
識
が
認
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
不
孝
者
が
と
る
行
為
、
及
び
そ
の
結
末
を
見
る
と
、
西
鶴
は
、

人
聞
が
〈
悪
人
〉
へ
傾
斜
し
て
い
〈
原
因
を
内

K
も
外
に
も
用
意
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
八
常
の
人
〉
で
な
い
人
聞
を
不
孝
者
と
し
て
設

定
し
、
破
滅
の
道
を
た
ど
ら
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
破
滅
の
描
写
は

短
い
。

ζ

れ
は
、
単
K
序
文
〈
不
孝
の
輩
眼
前
に
其
罪
を
鳳
は
す

V

K
対
応
さ
せ
た
も
の
念
の
で
あ
る
。

教
訓
的
言
辞
は
、
視
点
、
強
弱
の
違
い
か
ら
、
そ
の
目
的
が
教
訓

す
る
と
と
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
念
い
。
で
は
、
教
訓
的
言
辞
の
存

在
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
孝
道
奨
励
と
い

う
政
治
的
背
景
の
下
に
「
不
孝
」
を
テ
l
マ
と
し
て
掲
げ
た
ζ

と
自

俺
読
者
の
意
表
を
つ
い
た
と
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
西

鶴
K
と
っ
て
、
本
書
を
刊
行
す
る
と
と
は
か
念
h
y
勇
気
を
要
し
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
天
和
二
年
五
月
の
触
書
の
中

K
、
〈
新
作
え

憧
念
ら
さ
る
書
物
商
売
す
へ
か
ら
さ
る
事
〉
と
い
う
一
条
が
設
け
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
の
教
訓
的
言
辞
は
つ
不
孝
」

を
統
一
テ
l
マ
と
し
て
掲
げ
た
西
鶴
の
、
そ
の
立
場
を
序
文
に
あ
る

よ
う
に
、
孝
道
奨
励
と
見
せ
か
け
る
た
め
の
一
方
便
だ
っ
た
の
で
は

左
い
だ
ろ
う
か
o

つ
ま
り
、
序
文
の
〈
孝

K
す
ミ
む
る
一
助
な
ら
ん

か
し
〉
も
虚
構
で
あ
る
し
、
教
訓
的
言
辞
も
序
文
K
応
じ
た
虚
構
と

思
わ
れ
る
。
故
K
、
当
時
流
行
し
て
い
た
『
二
十
四
孝
』
を
、
西
鶴

は
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
批
判
精
神
は
、
『
二

十
四
孝
』
的
天
の
配
慮
K
向
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

町
人
が
町
人
と
し
て
台
頭
す
る
た
め
に
は
、
金
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
欲
望
を
持
た
‘
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
八
常
の
人
〉
一

で
は
あ
り
え
左
い
西
鶴
は
、
と
の
点
を
現
実
社
会
の
中
に
喚
ぎ
つ
け
お

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
を
読
者
に
提
供
す
る
た
め
一

K
、
浮
世
草
子
作
家
西
鶴
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
念
趣
向
を
凝
ら

し
、
面
白
な
か
し
く
表
現
し
た
の
で
は
念
い
だ
ろ
う
か
。
読
者
に
と

っ
て
訟
か
し
け
れ
ば
が
か
し
い
程
、
切
実

K
感
じ
ら
れ
た
に
ち
が
い

な
い
。
孝
行
者
で
は
左
く
、
敢
え
て
不
孝
者
を
列
挙
し
た
理
由
が
こ

と
K
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
西
鶴
の
創
作
意
識
は
、
幕
府
の
行
う
孝
道

奨
励
K
対
し
て
批
判
精
神
を
抱
き
つ
つ
、
現
実
社
会
の
中
K
、
八
常
〉

で
念
い
人
間
像
を
措
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
聞
の
裏
面
K
目
を
向
け

ょ
う
と
す
る
と
ζ

ろ
K
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。




